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ーにヅマツの mさ現象についてはi戸~II~ ・坂本当)の ([ií-0rがあり， '~T~閣は一位。戸hiostoma ρiceae(M i'Xt'1 l)

Sy])()W (エゾマツノクワイカピ)と同定されている 」のr~引土分ずli と需主範凶がIÄ く. 10: ・米・ '11îの大

限でi消極:の針挺1古jおよび 11，襲附材の百度を起すが，本手lí-C も工、/マツだけでなく，マツ:Jtr!および 7'-ナをミì:.

として!ぷく広堤防材の市fJむを起すことが知られている しかし，本菌によるí-!ft2は・般ι さほどはなはだ

しくははく. I凶5の検「川I! の安矧目皮のF高古れL 、;叫1引仙4引iにこは 1吊ld，波2

筆者の 1 人7背i守子よ仏:?3fLJは 1叩95臼H年ド 9 刀に，たまたま北「向ú紅i止Ijj道芭7旭目川営!林ヰ不?局管内!凶p凶1雲砂峡、1経淫営区の風{倒到木の腐何白菌.I斜机』干資年

tι~-お拘もむき，現地訓査を行った際に_f~.~fdの12色国μ よると;工111わ;hないきわめて強い色l間企もった工ヅマ

ツの1'ft!丸太を組祭した }~I地において菌の分雨前1貨を行って，閣を検討したが，この菌は本邦未知の背

皮閣の一種で， 欧州で広く知られている Endoconidioρlwra coerulescens MﾜXUI L であることが判明し

た。;ぶl'tÍの形態. J-;''i.1!t .材ï'êt!色 1ft:等iこついて報 ;{lする

この研究に対して Îit'骨折与および鞭縫を )l易わった休業試!験場今関-，也保護部長および永井行jミ菌類研究室

長に深刻の立を表するにl

菌の分離培養

本国によって育ß2したエソ、マツの丸太の木仁I ITrl.~(i. i垣 'ì~本菌の7守!色色の菌糸の持がきわめて厚く形成

され (Plate 1. Fig_ g)，子袋殻の底部はこの停の rl' にtW まっており，この停のoKTiLÌに子喪主空の3fl'jが突出

しているので，一凡 Graρhium I!r~閣の分子|二一日.ìJ.!京のよう .~J"-える J 分離はlJU[i~て‘、二の子';i?!n包子と菌糸係

から庁ったυ まず， 先制の白金線を火欣役立i して子~\;ill包子塊を取っ出し， これをお鈴誓)JÎ!汁先天的益五L;

C'ì i\lた)ーじに村lえつけ， 医I糸 jJ{jの1」J合はI七 I!~交1'1りおíír\fミな i'\il分からできるだけ小さなm糸塊をj収り山して同様

に培養基上にh占えつけたコかくして .7 つの本菌の純粋培養系読を得たが，実験に使用したものは主として

C1l3-e 系統である。

菌の形態と類似菌との比較

形態・子翠殻は材の表面あるいはJ-:"，':fl"基上に多数形成され，底部は太い黒色の菌糸のl'Gに埋まり，この

菌糸は底部にからまっているコ底部は黒色，時状で炭質，大きさ 120~240x 130~240 i' (140-220 x 160 

~220μ)0 底部の上に長いよら色の頚がある (Fig_ 1) 空白の長さ 350~850μ(600~750i'人 幅は底部に近

持針葉樹材の青変に関する研究第 l 報 (1) (2) 保護持r;伝病 fl 的類研究定員



- 20- 休業詞談場研究報告第 81 号

C/ O~ 
10 0U 

トーーーー-<

10!,-

b 

ト一一一一ー一一一一ーーーー一→
1 ∞，u. 

Fig. 1. E. coerulescens の子盗殺と子ii'iM包子

Perithecium and ascospores of 

E. coerulescens 

a. Peritheciulll 

b. Apical hairs and ascospores 

Fig. 2. E. coerulescens の内生分~f.:子関と
内生分生胞子

Endoconidiophores of E. coerulescells 
a. Macroendoconidiophore with 

macroendoconidia 
b. Microendoconidiophore with 

microendoconidia 
c. Y oung conidiophore not matured 

い部分で 20~48μ(25~30μ)，先端に近い部分で 9~13μ(1O~12μ〕。頭の先端には無色の繊毛がある u

繊毛の数は 6~12 木 (7 ~10 木)，長さ 12~28μ (l5~20fk) ， 11刊は下部で1.5~2.5μ(2μ) ， 先端は

1~1. 5μ(1μ〉である。繊毛の先淵には白色ないし汚文色のお1[液塊にìJIoって多数の子製旧二fーを放出する。

子袈胞子は無色，透明，平滑で腸詰形，大きさ 4.5~7x 1. 5~2μ(5~6x 1. 5~2μ〕。 分生胞子梗は材の

表面あるいはiff益菌糸に多数形成され， !tl褐色で，前日いものと太いものの 2 種類が存在する c 細い方のも

のは長さ 90~300μ (lOO~250μ)，巾は京;';j\で 5~8fk (6~7μ)，先端で 4~7μ(5~6/~)。 この細い分生

胞子組は円相伏の内生分生胞子(小型!内生分生!I包子〕を形成する。この分生胞子は無色，透明で平滑， 1 細

胞より成り，大きさ 9~18x4~7μ(1O~15x5~(iμ) (Fig. 2) 。 太い方の分生胞子1更は長さ 80-250，"

(100~150μ)，巾は基音1Iで 5~9μ(6~7μ)，先端で 5~8μ(6~7μ〕である υ この太い分生胞子1更は得型

の内生分生胞子(大型内生分生胞子〉を形成する υ この分生胞子は;旬、色，透11日，平滑で 1 細胞より成り，

大きさ 5~10x5~8μ(7~8x (i~7μ )C， ・
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類似菌との比較 Endoconidioρhora coerulescen� Mﾜl¥Cll は最初 1了イツにおL 、て MÜNCJ(7) により記

3 の類似菌との異同をE確に把握するため載された種主(1であるが，彼の記載は比較的問]単で後に;ìi:'.-j 2 , 

には不:ュJê分である)しかし，われわれの分離系統とは;}，己紋のうえではほとんど迷いはない、その後， L川 1';・

lW Jo: IW , LF:\J 山EHG， MELn;u) はスウエーヂンで本菌を見いだし， BAJ王SlIr l ) I土最近スコツトランドで木

これらの欧州の系統と日本の系統は U紋からはさらに詳細に;山|没しているが，閣を分離し，それぞれ，

2 , 3 の点、を除いて全く区別できない

アメリカでは最初]Dλ\"fl明ON3) が南部地方の広葉樹{オの肯定商として El1doconidio戸hοra coeru!eSCCll5 

MむNcn を挙げ，きわめて被害の著しいことを報一行したが，さらに VElWλLl)りによってこのことが裏付

けられたコしかし，この系統は広葉樹を主とし，針奨樹力、らはほとんど分離されない卦ことから，その後

DAVIl附O~-:l) によって疑fl\jがもたれ，欧州、|の系統と比絞検討した結果， アメリカ南市リ也方の広葉樹に~J:ず

として報;守された 3るものは欧'l'I'同ものとは別種で，祈Tこに Endoconidioρhora virescells D.¥ "fJ唱0:\

E. coerulescells と E. virescens の州兵は上込の帯主の点以外に E， virescens I土得引の内生分生IJ包子t)、

さこの円住状の内[J:分生Jl包日工巾がきわめて狭く， 2~3μ である外に 1 '3柱状の内牛ー分生Jj包子を形成し，

らに E， coerulescens I 土 l;\ 'i.(t菌糸k酪般アさ -JI，. の合りがあるが ， E , vi陀scens は徽 I;!:をもつに「ぎな

いリ同時に Dλ\'InRll);:1)は欧州の系統についても町養実験を:ITi:ね， M�cJI (1. c.) , LAGEI!IlEI日;， Ln:¥Jl-

らによって方分に←h~依されていない円|守:状の小J\W~生分生IJ包 F を検討したIlEIW およびlV1I-:r，TN (L c ,) 

が， rþの A番ノl、さいものが 3μ で，大体 4μ 以上の巾をもっていると報汚している

主謀者らの北村正iilのエゾマヅのf自主系統は 2 種紅lの内 LJ.:分生JJ包子をもっているが，この大きさと数左のrlb

f!acro-endoconidia 
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線を図示すると Fig， 3 のように

60 なるけこの円|主:l犬の内生分生Jl弘子

日
の rlJの最低は 4μ であるコ欧州の

拍
MﾜNCJ! (1. c ,) 系統については

30 
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としているが， BAKRJII の報おの

やや細いのに比べて北rílJj立の系統

匂lγescens

アメリカの E，

とは明らかに異なるも

は!{k)'Hの E ， coerulescens によく

~jiJI:しており，

10 

のである。また，われわれの北海

6 4 

Fig. 3 , 2 種の内生分生胞子の大きさと数主の曲線

Relation betweeロ number of 巴ndoconidia and their size 

道の系統はエヅマヲに生じ，培養

菌糸に強い目昔、酸アミ{ルの香りが

ある点はさらに広葉樹に生ずる

E.vi四scens との違いを裏付ける

欧州では針葉樹に限られる。アメリカ南部地方では広葉樹からはきわめて頻度が高く分離されているが，告!楽

町からは例外的に分離されたにすぎないと報告されているつ

号長
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有力な根拠になるであろう J

昨年 DA円]JSON') はアメリカの西市地方で Douglas fir (PSC1ldotsllga dOllg1asii) の育変を匙十一種

の Endoconidioρhora hl~商を分隊し，これは Picea， Pi 1ZlIS などの針:終結Jにさ1".ぜず ， Pseudotsuga のみ

に限られる系統で，子量匂Jf.j子も欧州系の Endoconidioρhora coerulescens に比べて多少長L 、 (6~9X 1. 7

~2μ〉山、などを挙げて E. c oerul es ccns の 1 川種とみなし ， E. cocrulcscens MÜ },"(!I! forma douglasii 

DAVlnpON とした。!凶リーj立のエ、fママの系統の子5引包子は)7Z7lJ したように， 4.5~7x 1. 5~2μ(5~6x 1. 5 

~2μ〕で，このアメリカの Pseudotsuga の系統よりも短いが， MﾜK<:1l (1. c.) によるとドイツの系統は

7x2μ ， BAKflllI (1. c.) の報ihーしたイギリスの系統は 5~6.7 x 1. 6~1. 8μ(5.8x 1. 7μ) で，明らかに北

海道のエヅマヅの系統はアメリカ西部で Psezulotsuga に生ずる E. cocl'ulesccns f. douglasii とは異な

るものである。

Dλ\-TI lFON5) は今年になってアメリカのコロラドの高地1-f~:-e ，設:孔Dtの一種 Dendrocto1ZuS 仰gelmwl1l i

の似出を受けた Engelmann spruce(Picea engelm仰山ii)の孔j道から欧州の系品売に近い Endoconidio戸hora

coerulescens てどう封切lしたが，これらは形態や杭長上の性穴に多少の迎いはあるが ， E. ωerulcscens M�ell 

としてさしっかえないとしている

J:U:のた】I1m'ïH との.Jt'佼によって北iíl)~.ì立のエゾマヅの系統は1 {i;j'l ，jo)系統と阿ー・のもので ， Endoconidioｭ

ρho叩 coerulescens lV1 Ü}，" UII と I ， tl定してさしつがえないであゐうけ本凶はlV1ÜXUII (し c.) によって発見

されて以米，北欧11将固に分布が[;.1{られるものと』考えられたが， 1951 jfには Bλi心'llf (し c.) じよってス

コットランドにおいて見いだされ，さらに 1953 '1'には DλVfll"-l J}，" (1. c.) がアメリカにおいて Douglas

fir から欧州系統と異なる 1 品種を分離し， 1955 年には欧州系統と全く迷わないものが分離されている。

今回の筆者らの北街道中央高地に対ける本菌の検出から，きわめて最近になって本菌は欧・米・茄の大陸

に分布していることが判明したわけである。

培養上の性質

kf~鈴]~ïin汁タ]~天上自主主J，~ ('ìiillミ)および麦芽N!!汁汚うだ tJ1・m，!;(常1:K)を JIJ \， 、，ベトリ llll訟により，温度をて

れぞれ O"C から 40"C まで 5C おきの 9 段階にとって以 i({ した，各j位伎におけ』る尚志の直径を Table

l に示すりこの決で|川らヵ、なよう，.::.~r.j士自主主1.; とも 15~25リC o) l，' ilでは良好μ発育するが，国惑の生長は防

鈴碑Jiii汁県天士i\1_(~)!).~の万がより辿やカ、であるいしかし，巳_~i12の以さはむようど，これと逆の傾向が見られ

る (Plate 1, Figs. b , c)ο 馬鈴薯Jì!i汁不天jf，j'主;WJーでは最初， j公種{J~カ}ら白色のj:lij 工g:伏の空r[ ，菌糸が発

Table 1. 応鈴惑nn汁および麦芥Jintr-寒天土庁主主以上の各jft度における菌治のI在住 (cm)
Diameters of fungal tnat at different temperatures (cm) 

K::10f 1 POModextrose apr l Malt-extract 唱訂
me 司lUm

T巴mpera-I
ture CC)I 

I 0 I 5 I 10 I 15: 20 25! 30 i 35 40 I 0 I 5 I 10 I 15 I 20 ' 25 I 30 i 35 I 40 
Time in 
days 、

31  o l 04I 0710 8i37l3410 0 i 010 0101 0 12130101 0 

I 0 10.4 1.6 1.2i 7.li 7.0 0 0 0 0 0 , 0.4 0.5 2.5i 
l o|0.5|2.013.118.918.6|0 0 0 010|0.61 1.23.515.31 0 1 o i 0 

6|(+>|0.5i3.li 4.31 > 9.oi > 9.0,( -)( -),( -) ( + )J( +)1 1.一 2.114.416.4，(-)(-}(-)
(十)菌糸は生きている Mycelia were still alive (ー)菌糸は死滅 Mycelia d巴ad
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育し，これらは発育するにつれて緑色を桁ひて最後には黒色となる n 関設の色が波くなるにつれて，菌設

は綿毛状から皮，0/;:状となるハ皮革状の，1 ，1，\色の菌諮上には内生分生子f更が，1r正数に休立して内生分牛，11包ヂを形

成するので，栄町は白粉状となる この生長 l羽の商捻のド却には球状の子:i~伎の底却が形成されはじめ，

商殺の l勺''il\はさらに:.I，~色味合増すn .-r1~授が成長するにつれて~glが菌培卜Jこ突出しはじめ，さらに引のた

端部ヵ、らは白色の粘液を分泌し，この 1:1~1i向土j~Iの:が:日却に球状ì":'(来たれ， JI:;， j安iYJ長期じわたって存{r:する

(Plate 2, Fig. a)ハこの粘液塊はしだいに京汚色に~色する J 紘色から，'ß、色に変色しつつある菌設は強

いrS~i酸アさ{ルLステルの合%をもっているが，この ~:I)a 麦芽Jiíiì'tフ)r疋土庁長1íLJ ーの菌淡の方が馬鈴蓄用i

trJ)' 疋J;l'\.I:t)，li J-，の芭j)'1とよりも強い

T乱幼bコ le 1 に示したよう I心こ， 本I閏口は 5 C で lは土応鈴華薯!f;-J匁Ié}疋川ミ(l"t円"c( il必主1丸刀，Ll汁!

天士州門 E茂't;l京;1; .r，ではほとんど発育しない" 2却02C カか、ら 2お5 コ'C で tは工幻[，山L可]士お，行\.i.(E)基t\器~上上-で最も i良，ミu主t好了に些生‘T育守'f Lし 300 C では

全く発育しない O'C および 5'C に 1 illfirJ放世した菌叢をふたたび 20'C に保っと良好に発育しはじめ

るが， 300C で 1 .i!ヨ ìli1放配した菌設はふたたび 20'C で収延しても，もはや11\i糸の生育l土見られない J こ

の料iJ誌は本[宮カ品:ji昆に対して ~J::J~ 、こと金liiT示しているので，本菌の菌糸と内 ![-'.:)]-ι1-'.胞 F の高浪に文付』る 11~

J冗)Jをさらに検討した 1

変:~:nj"i1汁寒天上Î~fr主1，Ç (常在~)に 20~25'C で 2 週í111本商の菌糸を土ì\-l'tiし，炎国に生育した宮l糸と [1]生分

LJ-:J也子をあら力為じめ一定の恒温に規疋したl.kl暫 [1'] の7長潟水に泣けて，ー・定ìffil.皮で」定時j; ij(呆ち，これを改め

て駁鈴蓄J)íi汁漂ヲごjiT益活(常法)に1\1[えつけて菌糸の ι1:育の有Jgl、で菌の![ミ死を riJ定したり菌糸の生育の有

Jr!liは 20~25つC で 2 j)，\j UrJ後の枯れである J この~:=;'fjJ~は Table 2 ...:.示したが，本!自の商糸( [}qιlミ分11:11包子

Table 2. 高温主J11W と菌ォミのと1: 死
High temperature treatment in relation to mycelial death 

T口、ime

Ten 
5 min. 10 min. 30 min. 1 hour 3 hours [ 5 hours 110 hours 

(' C) 

30 

35 

40 

;1r~ 

斗ー

十

十

50 一|一|

十 + + 
+ 十 + 
+ 

+菌糸は未だ主きている Mycelia were still alive ー菌糸は死減lViycelia d昔日d

Table 3. 

十

を含む)は 35"C で 10 時!日1 ， 40 C で 3 [1寺lI iL

45"C で 30 分， 50 C で 5 分ですでに死~~('jｭ

る。前の結果と，この結果で見られる 30 C で 1

週間以内， 35 C でlO i時間で本菌の菌糸や内生

分生胞子が死滅することは本菌が高温に対して

きわめて5吋いことを示しており，他の木材斐色

菌ではいまだ例のない性質とみなされなければ

ならないであろう J

界、なる混!芝における íili援の|山手と子兜殺の形成の多少
Diameter of fungal mat and productio口 ()f

D A VIDf-¥OX 1) によれば本菌の一品種 Endo

çonidiot歳。γa coerulescens f. douglasii i� 7 

perithecia at differ官nt temperatures on 
potato-dextrose agar 

5 Tempera 凶凶r開e ( C) 却 I 2辺2 2お

D町加i泊a口m附1

Pe恥削e町剖ri伽ia凶al prod批民ti叩 + + 十 i 士
此+十 J子子嚢殻は多量Mにこ形!成

Perithecia w巴re formed abundantly. 

+ 多量ではないが形成される
Formed moderately. 

土 ほとんど形成されない
Almost no perithecia were formed. 
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メリカのメリーランドチト|ペルツピノLにおいて夏季の明主主は，闘の死

滅ーにより維持ができなかったけーれども，より冷涼なコロラド州のブ

オートゴリンスでは良好に維持できたことを記している c北海道産

E. coerulesce悶に刈する['.;日の実験結果から，夏季:の気温が 300C

以上に上昇する地ブfには分布し得ないものと見るべきである c 今問，

本商が見いだされたニ!七r沿道中央高地北側の層雲峡奥山象地にあるエ

グマツートドマヅのj佐lミ林地凶は日本の taiga と L 、われ 8 月の平

均気温は 150C 以ドで，taiga 地域特有の温度を示している c本商が

高混にきわめて弱L 、とし、うーf-.JJの実験結果と考え合わせるときに，

わが国のこのような匁冷地仰に本菌が見いだされたことは，本閣の

分布上まことに興味深いの

Table 3 から明らかなように，子襲殻は 10 コC から 220 C まで

←一一ー の温度内で形成され， ï!J1i糸のLf:育の内んな 250 C ではほとんど凡ら
10p 

Fig.4. 子襲)j包子 C a) と内生分生 れず，最も多量に形成されたのは 220C 付近であった。

胞子 (b) の発亦 子襲胞子は蒸溜水中でよく発-，iF し， 20~250C では 24 時11日後に
Germination of ascospores (a) 
and m立la記croendo侃C∞onム迅ia (何b) は 8田5 ノ，，~セント J:.U'.の発外店i三率挙が得られたつ大z型型F担!内ι生l~ミ分生到JJ胞j印包子も小

l型盟内生分生胞干も蒸溜水『巾1" で、よく発芳芽Zする。しかし，子褒胞子も内生分ヨミ胞子も蒸溜水中よりも馬鈴薯@

汁中の方が発!wは速やヵ、であった

材の変色

欧米では本菌がオウシユウトウヒ， オウシユウアカマツ， エンゲ、ルマントウヒなどの Piceα および

Pinus の針葉樹の青愛を起寸ことを報告されているが，筆者らは北山道産のエゾマヤと内地産のアカマザ

の材に木菌の純粋培養菌糸を接種して材の&色を検討した J

エヅマヲおよびアカマツの辺材をそれぞれ 5x3xO.5cm (木 n 3xO.5cm) の大きさに切り取り，これ

を広口瓶内のプナの鋸府主米燃を混合した培養基の上に，材が土:';Jt!，~"Hこ半分埋まる桂度に立てかけてお

き ， 15lb で 30 分間蒸気殺菌した!この中に本菌の寒天成養基上の菌糸を植えつけたc そしてこれらの

用益瓶を 20 0 C の恒温保rlォに放位して仰擦を続けたc ]. )l，jj1l 11後には前.糸は塙養;!;\;中にかなり深く侵入し，

エヅ、マ γ 主アカマツの同樹衝の材片 Hこ菌糸がのび，緑色からff~I)J色の色調を呈した (Plate 1, Figs. 

e, f)o 内部はエヅマツ，アカマ γ ともに青緑色を皐し， 典型的な背皮を示したの&色したエグマツ材の

切片を顕微鏡下で観察すると，青巣色の巾 5~8μ の太い菌糸が仙和ilや仮導管内を迷走しているが， 髄線

にはことに多量の菌糸が認められた。仮導管壁の軍紋孔を貫通して菌糸は{反導管に侵入する。この場合は

重紋孔に位入する前に菌糸はやや膨大するが，重紋孔を通るときに著しく細くなるようである (Plate 1, 

Fig. d) 。

摘要

北ihH白上川11日附雲11咲の奥山金地のエソ、、マヅが， 1954 年 5 月の台風で多数の )!fl\倒をu\したが，このエゾ

マツ材に本邦未知の青菱商が繁殖し，材の青変を起した。形態および培養上の性質を検討した結呆，本菌
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を Endoconidi。ρhora coerulesce日S MÜNCH と同定したれ 本菌の培養上の性質としてq\Í'に熱に弱L 、こと

を確かめたが， 30"C で 1 週間， 350C で 10 [1奇問で木菌は死滅する J この点は木菌の分布上Z主要な意義

があると恩われる 機種試験の結果，本菌はエグマヴのみなら寸￡アカマヅをも背獲させるハ菌糸は仮導管

壁の重紋孔を段通して[反導管に侵入する
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図版説明

Plate 1 

a~c. Endoconidio帥ora ιoerulescens の菌議 (x3/4) 

a. 馬鈴薯NJi汁寒天:J:ti養基上の 200 C ， 6 日後の菌叢

b. 同上 15'C ， 6 日後の菌叢

c. 麦一応点目汁本天地主主主走上.の 250C ， 6 日後の菌殻

d. 接種して古ー災させた五、/マツ材の顕微鏡写真。重紋孔を菌糸が貫通している (x800) 

e. 接種して育変させたェゾ--<";1材G 右は対日夜片 (x1)

f.接種して青安させたアカマヅ材っ上は対照片 (x 1) 

g. エゾマツ丸太の木口国に生じた菌糸の得

Plate 2 

a. 馬鈴薯煎汁寒天培養基上の子奨殻 (xCa.3) 

b. 同上 (xCa.150)

c. 子褒殻の頚の先端の繊毛 (x800) 

d. ノj、型内生分生胞子梗と円筒状の内生分生胞子 (x800) 

e. 大型内生分生胞子積と博引の内生分生胞子(x 800) 
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Kiyowo AOiU-nlVL¥ and Yasuo H.¥YARH[: Endoconidioρhora coerulescens 11古前H，

Causing Sap-stain of Yezo Spruce (Picea jezoensis) in ]apan 

R駸wn� 

An investigation on decay of Yezo spruce (Picea jezoensis) and Sakhalin 

fir (Abies sachαlinensis) in primeval forests in the headwaters of the river 

Ishikari in Hokkaido was conducted. 

The senior author noted in September 1954, that spruce logs from tre巴s

thrown by a windstonn in 11ay of the same year were severely stainec1 by sapstain 

organism. The stained sap-wooc1 showed a bluish , dark-greyish discoloration, and 
on th巴 surface of the cut enc1 of stainec1 logs, there existec1 a dark-bluish mat 

very similar to that of Chaetosρhaeria found on bamboo trunks. In the fungal 

mat blackish coremium・like boc1ies of a spacies of Grσρhiu11l， easily recognizable 

by the naked eye , produced abundantly. Careful examination revealed that they 

were the perithecia of a species of Ophiostomataceae, the base of which was 

embedc1ed in the fungal mat. Isolations of the fungus from mycelia of the mat 

and from ascospores were tried. Fungus culturec1 on agar media and on wood 

was stuc1ied to ascertain the correctness of considering it a typical European 

Endoconidioρhora coerulescens 11ﾜ.:"fCH. 

CUT!fUHA1, CHλRλC'fE即日'l'ICS: The ascospores anc1 conic1ia germinated easily 

in c1isti1led water anc1 in potato-decoction. At the temperature of 200C~250C， 

more than 80 per cent germiatec1 after 24 hours. 

Seven isolates were obtained from ascospores anc1 mycelia which hac1 grown 

on spruc巴 logs. As shown in Table 1, good growth was observed on both potatoｭ

dextrose anc1 malt extract agar in temperatures ranging from 15"C to 250C. The 

optimum temperature for the mycelial growth was between 200 anc1 250C. At 

30こ C the fungus c1iec1 after a week. The mycelia anc1 conic1ia were completely 

ki1l巴c1 when exposec1 to the following high temperatures: At 350C for 10 hours; 

400C for 3 hours; 45 C for 30 minutes; anc1 at 500C for 5 minutes. These 

results indicate that the fungus is unable to withstanc1 high temperatures. 

Accorc1ing to DλVIDSO}l 4) ， isolates of Douglas fir form of this fungus , 

Endoconidioρhora coerulescens 11ﾜNCH forma douglasii DAVIDSOK, c1iec1 after a 

short perioc1 unc1er room temperatures at Beltsville, Marylanc1, U.S.A. , whereas 

in a cooler laboratory at Fort Co llins , Colorac1o, this isolate was satisfactorily 

maintainec1. These data may further suggest that isolates of E. coerulescens 

group must be culturec1 in temperatures of 15~250C to maintain them for a 

long perioc1. 

On potato-c1extrose agar the diameter of the mycelial mat is bigger than 

that on malt extract agar, but the c1ensity of the mat is much greater on potatoｭ
c1extrose agar. A strong banana-oil oc1our c1evelopec1 in cuItures 0ηboth mec1ia ; 
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stronger on malt extract agar than on potato-dextrose a只ar. Perithecia appeared 

abundant1y in b~th media in temperatures of lS~22' C after 4 to 5 days, and 

matured after about 10 days. 

乱10 1{I'Jl O J， OGICλT， llE日じIUl"l'rox 01" 'fUE J，\1'λ N'ESE EXJ)ocm，IlHOl'IIOI\λPerithecia 

b1ack, 120~240λ130~240μ (140~220 X 160~2201J.)， covered with numerous 10ng, 

narrow b1ack hyphae. Beaks 20~48μ(2S~30，1J.) wide at the base, 9~13μ (10~ 

12ll.) at the tip, and 350~8501l (600~750，1J.) 10ng, with hya1ine fringe of pointecl 

hyphae around ostio1e, 6~12 (7~11) in number, 1. 5~2.511. (2 ,11.) wicle at base , 

1~1. 5，11. (1/1.) at tip , and 12~28，11. (15~20/1.) long. Ascospores collecting in a sticky 

white or yellowish white spherica1 mass at the tip of beak, hyaline, smooth, 

elongate , slight1y curved, 4.5~7 x 1. 5~2μ(5~6 X 1. 5~2，11.). Endoconidiophores 

of two types , one 90~300/l (100~250/1.) 10ng, S~8/l (6~7，1l) wicle at base , 4~71l 

(5~6μ) at tip , and b己aring long cylindrica1 endoconidia (microendoconidia) , the 

other80~250/l. (100~150f1) 10ng, 5~9fJ. (6~7fJ.) wide at base and 5~8/J. (6~711.) 

at tip , bearing short barre1-shaped endoconic1ia (macroendoconic1ia). Microendoｭ

conidia hyaline, cy1indrical , in moniliform chains, 9~18x4~7/1. (1 0~15)(5~611.) 

(Fig. 3). Macroendoconic1ia hyaline , 5~10x5~8μ (7~8x6~7). 

COJIP.¥IHSOX 01' 'l'lfE J ,\P ,\);'ERE EX]Jocり~1])IOPIIO Il λ Wr'I'11 E~河川C());，IDrOI'IIO!:λ

COEH.ur， J似CK\'，日 ülWlJl' :此1orphologically and cu1turalIy , the Japanese Endoconidiｭ

oρhora wholly agrees with the European Endoconidioρhora coerulescens MﾜXCJI 

describec1 by MÜNClf7), L¥ nOl沼llJ叩G et a1ﾛ) and B.¥I;:.Rrn1) in Europe , and DXVIIlfiOX") 

in North America. Japanese iso1ate c1iffers from Endoconidioρhora virescens 

D,\VfDSO:S in the host substrata, ancl in ﾌ1aving a strong amy1・acetate odour in 

fresh myce1ia. The wic1th of microendoconic1ia in the ]apanese iso1ates are 

bigger than 4/1., whereas those of E. virescens are smaller than 3,u.. It c1iffers 

a1so from Endoconidioρhora coerulescens M�CJI forma douglasii D.¥vmso:s in 

host substratum , and in having shorter ascospores. 

DIWfH，tIlIサI'IOX: Europe (Germany , Sweden, Scot1and). North America (Rocky 

mountain areas of Co1orado) and new to Japan (the spruce-fir forest areas in 

the h巴adwaters of the river Ishikari , Hokkaido). 

Areas of the heac1waters of the river Ishikari are the so-called “ taiga ", 

and are among the districts having the 10west temperatures in the forests of 

Japan. As mentionec1 above, mycelium of EndoconidioJうhora coerulescens is 

very feeble in its resistance to high temperatures , from which fact it may be 

suggested that this fungus is distributec1 only in the “ taiga " regions of the 

world. 

INoCULATToN TO WOOD: Small blocks of Yezo spruce and Japanese red pine 

(Pinus densiflora) were p1aced on a medium composed of sawdust and riceｭ

bran, each in a bottle. After sterilization they were inocu1atec1 with myce1ia of 

E. coerulescens and kept at a con8tant temperature of 20"C_ After a week the 

fungu8 developed in the mec1ium, and the wood block8 of both sp巴cies were 
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cover巴cl with b1uish mycelia. The inner part of the b10cks hacl turned b1uish. 

grey. 

Black hyphae were observecl to be abundant in the pith rays and a1so existed 

in the tracheids. Penetration of hyphae between adjoining tracheids occurred 

through the bordered pith (P1ate 1, d). 

EXPlANATION OF PlATE汚

P1ate 1 

a~c. Myce1ia1 mat of Endoconidioρhora eoerulescens. (x 3/4) 

a. Co10ny on potato-dextrose agar after six days at 20' C. 

b. Do. aftE:r six days at 15 'C. 

c. Co10ny on ma1t extract agar after six days at 20 ご C.

c1. Microscopic appearance of stain巴d Yezo spruce wood. A hypha penetrates 

into tracheid through bordered piths. (x 800) 

e~f. Stainec1 wood b10cks of Yezo spruce and ]apanese red pine inoculatec1 

with E. coerulescens. (x 1) 

巴. Yezo spruce , right side control. 

f. ]apan記:se red pine , upper side control. 

g. Fungal mat of Endoconidioρhora coerulescens produced on thεcut enc1 

of a Yezo spruce log. 

Plat巴 2

a. Perithecia produced on potato-dextrose agar. (x Ca. 3) 

b. A perithecium. (x Ca. 150) 

c. Apical hairs of a neck of perithecimn. (x800) 

d. Microendoconidiophore with micro-( cylinc1rical)endoconidia. ( x 800) 

世. Macroendoconidiophore with macroイbarrel-shaped)endoconidia. (>< 800) 
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